
※講師の都合により日程等が変更になることがあります。

第１時限（１０時３０分～１２時） 第２時限（１３時～１４時３０分） 第３時限（１４時５０分～１６時２０分）

第１回
９月２８日（土）

　開講式
　
　南海トラフ地震対策
　～防災・減災対策～（自助の強化）
    【関西大学社会安全研究センター長
　　 教授・人と防災未来センター長
　　　　　　　　　　　　　　　河田 惠昭　氏】

　班別討議　  「自己紹介・役割分担等」
　最近の多発する災害と
　　地域の対応について（ワークショップ）
    【特定非営利活動法人
       神戸まちづくり研究所理事
　　　　　　                    野崎 隆一　氏】

第２回
１０月１９日（土）

　被災者の生活再建と支援制度
    【大分大学教育福祉科学部准教授
　　　　　　　　　　　　　　  山崎 栄一　氏】

　変動する気象現象
    【神戸海洋気象台防災気象官
　　　　　　　　　　　　　草川 和康　氏】

　近年の地盤災害の特徴と地盤災害から
 県土を守る
    　【神戸大学名誉教授　 沖村 孝　氏】

第３回
１０月２６日（土）

　これからの災害時要援護者対策のあり方
　    　　 【同志社大学教授　立木 茂雄　氏】

第４回
１１月９日（土）

　行政の災害対応事例と教訓
    【兵庫県前副知事　齋藤　富雄　氏】

　身近に潜む災害～都市型水害
   【神戸学院大学学際教育機構准教授
　　　　　　　                   中山　学　氏】

第６回
１１月３０日（土）

　今後の災害情報、災害報道のあり方
    　　 【ＮＨＫ解説委員   山崎　登  氏】

第７回
１２月７日（土）

第８回
１２月１4日（土）

　東日本大震災を踏まえた
 　　　　　　　　　　避難所運営のあり方
   【人と防災未来センター主任研究員
　　　　　　　　　　　　　　　石川 永子　氏】

　原子力災害対策
    【京都大学原子炉実験所教授
　　　　　　　　　　　　　　　　中島 健　氏】

 ストレスを学び日常でも
                 災害でも「強いこころ」を養う
  【兵庫県立大学准教授　木村 玲欧　氏】

第９回
１月２５日（土）

　東南海・南海地震対策
　　　～建物の耐震化と
                  長周期地震動について～
   【京都大学地球環境学堂教授
　　　　　　　　　　　　　　　清野 純史　氏】

　東日本大震災に学ぶ今後の
 　　　　　　　　　　　　広域応援のあり方
 【名古屋大学 減災連携研究センター
　 センター長 ・ 教授　  福和 伸夫　氏】

　東日本大震災から見えてきた
 　　　　　　　　　　　　防災教育のあり方
  【舞子高等学校 　教諭　諏訪 清二 氏
　　　　　　　　　　　　　　　　 　と生徒たち】

第１０回
２月１日（土）

　災害心理学
   【兵庫県こころのケアーセンター
　　　　　　 主任研究員　明石 加代　氏】

第１１回
２月１５日（土）

　災害ボランティア活動の実践
    【ひょうごボランタリープラザ
　　　　　　 　　所長代理  高橋 守雄　氏】

第１２回
３月１日（土）

　南海トラフ地震の発生メカニズム
    【京都大学大学院地球環境学堂
　　　　　　　  　助教   奥村 与志弘　氏】

　地域の防災リーダーに期待すること
　（受講生による地域訓練や活動の発表）

    【講評：防災企画局長】

修了式

　　防災士試験（希望者のみ）

平成２５年度「ひょうご防災リーダー講座」カリキュラム＆講師

第５回
１１月１６日（土）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ポーアイ４大学連携推進事業　連携講座」　（会場：神戸市中央区ポートアイランド内）

　災害対応の組織論
　　　　　　～その時、あなたは何を考え、どう動くのか～（ワークショップ含む）
　　　　　　　　　　　　　 　【神戸学院大学学際教育機構客員教授     中田　敬司　氏】

　　　　　　　　　　　　実戦的な地震防災訓練の進め方ＤＩＧ　　　【防災情報＆研究所代表　　高梨 成子　氏　】

普通救命講習　　   　【三木市消防署・広域防災センター職員】

　防災体験学習
　（放水体験・簡易救出器具取扱体験・ロープ結索・煙避難体験・地震体験･
 　 備蓄倉庫見学）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【広域防災センター職員】

　リスクコミュニケーションと災害情報　　　 　【慶應義塾大学教授　吉川　肇子　氏】
　　　　　　　　　　　　　　第２時限　（講義）
　　　　　　　　　　　　　　第３時限　（防災減災クロスロードを使ったワークショップ）

　　 地域の防災コミュニティ支援
　　　　　　   　　【特定非営利活動法人神戸まちづくり研究所理事　　　　野崎 隆一　氏】

　地域防災の実践活動とその課題
　　　　　　　　　　   　〔コーディネーター〕　【神戸大学名誉教授　室﨑 益輝　氏】
　　　　　　　　　　   　〔パネラー〕 　【地域の実践活動家（兵庫県、宮城県など）】

■１．１７の集い・メモリアルウォーク（自由参加）

■課題提出(必須）：地元自主防災活動について地元リーダーや市町防災担当者への取材を踏まえたレポート提出

■地域防災訓練への参加（必須）（何れか１か所参加し、後日、レポート提出）。

・受講者の地元の地域防災訓練 
・三木市３か所の防災訓練 （市総合防災訓練：9月29日（日）、緑ヶ丘地区防災訓練：11月24日（日）、自由が丘地区防災訓練：1月19日（日） ） 

平成２５年度

ひょうご防災リーダー講座受講者募集

～地域防災の担い手となるリーダーをめざしましょう！～

私たちは、いつ、どこで大きな災害に遭遇するかわかりません。阪神・淡路大震災の経験から、地域の

人の命は地域の人でないと守ることができないということを学びました。防災や危機管理に関する知識・

技術を身につけ、地域や職場の安全を守らなければなりません。私たちにできるのは事前に備えて、被害

をできるだけ軽減することです。

今後、発生が懸念される南海トラフ巨大地震をはじめとした様々な自然災害や原発事故等による複合的

な大災害などから、人命の安全を第一に考え、地域住民と助け合い、被害の軽減を図るためには、行政は

もとより県民一人ひとりの防災への取り組みをより一層促進させる必要があります。

このような観点から、地域防災の担い手である自主防災組織等のリーダーの育成を目的とした「平成

２５年度ひょうご防災リーダー講座」を９月２８日（土）から約半年間にわたり、計１２日間開講します。

本年度の講座の特徴としては、南海トラフ巨大地震など大規模災害に備えるため、より実戦的なカリ

キュラムとしています。地域で実践できる企画に力点を置いた災害対応図上演習、防災クロスロードゲー

ムなどのワークショップ型の研修や、地域防災訓練への参加等バラエティーに富んだ講座を開講します。

日 程 平成２５年９月から平成２６年３月のうち 日間

会 場 兵庫県広域防災センター ほか

受講対象 自主防災組織のリーダーなど地域防災の担い手やそれをめざす方で、兵庫県内在住、

在勤、在学の方

募集人員 名（申込者が定員を超えた場合は、活動歴、居住地等を考慮して決定します。）

申込期間 平成２５年８月１日（木）～９月２０日（金）必着

受 講 料 無 料（教材等に一部実費負担あり）

講座修了後は･･･

知事名の修了証と「ひょうご防災リーダー」の称号が授与され、地域

防災の担い手として活動していただきます。

さらに、日本防災士機構が認定する防災士の受験資格が付与されます。

また、居住地（又は勤務地）の県民局、市町に修了者名簿を送付し、活動機会を提供します。

申込先・問い合わせ先

■別紙「参加申込書」による郵送 または

郵送先：特定非営利活動法人神戸まちづくり研究所（業務委託先）

〒 神戸市中央区吾妻通４丁目１番６号

【 】 ‐ ‐ 【電話】 ‐ ‐

■電子メール：bosaileader@kobe-machiken.org（参加申込書を にして添付可）

■パソコンからインターネットでの申し込みが可能となりました。

広域防災センターホームページ（http://www.fire-ac-hyogo.jp/）の
「平成 年度ひょうご防災リーダー講座参加申込」ページからお申し込みください。


